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【手続補正書】
【提出日】平成27年8月11日(2015.8.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属イオン電池における使用に適した活物質を含む複数の粒子を形成する方法であって
、
　前記活物質の原料を含む電解質を収容する電着浴内に、作用電極を設ける工程と、
　前記活物質を、前記作用電極の表面上、前記作用電極と電気的に接触する導電層の表面
上、または前記電解質内の導電性粒子の表面上に電着させる工程と、
　前記活物質を含む前記粒子を供給する工程とを含み、
　前記粒子を供給する工程において、前記電着された材料を前記作用電極から分離させる
か、または前記電着された活物質を保持する前記導電性粒子を前記作用電極から分離させ
、
　前記粒子が、１００μｍ以下の最大寸法を有する薄片又はリボンの形状である、方法。
【請求項２】
　前記活物質を、前記作用電極上の多孔性テンプレートの細孔内に電析させる、請求項１
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に記載の方法。
【請求項３】
　前記作用電極が回転円柱電極であり、好ましくは、前記作用電極が、基質供給源と基質
受容部の間で移動可能に延在し、前記基質供給源と前記基質受容部の間の通路が前記電着
浴を貫通する、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記作用電極の前記表面にパターンを形成して、前記表面に凹部を画成することにより
、電着によってパターンを有する活物質を形成する、請求項１乃至３のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項５】
　前記作用電極の表面上に電気活性材料を形成し、前記作用電極を選択エッチングまたは
溶解することにより前記作用電極から分離する、請求項１乃至４のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項６】
　前記活物質からの前記作用電極の分離に先立ち、前記作用電極を、その脆性が高まるよ
う処理する、請求項１乃至５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記電着された物質を前記作用電極から分離し、前記分離された電気活性材料を処理す
ることにより、前記処理の前の前記除去された物質よりも平均粒子径が小さい前記粒子を
形成する、請求項１乃至６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記粒子の前記表面をエッチングする工程を含み、前記粒子をエッチングすることによ
り、粒子核および前記粒子核から延びるピラーを含むピラー化粒子を形成する請求項１乃
至７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記電着中に、前記複数の導電性粒子が充填層又は流動層を形成する、請求項１に記載
の方法。
【請求項１０】
　前記付着された活物質が、前記導電性粒子を少なくとも部分的に被覆し、且つ、前記方
法が、前記活物質の前記被膜の少なくとも一部をエッチングにより除去する工程をさらに
含み、好ましくは、前記活物質の前記被膜をエッチングすることにより、ピラーを前記粒
子の前記表面に形成する、請求項１又は９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記電着された活物質がシリコンであり、前記エッチング液がフッ化水素であり、かつ
前記エッチングプロセスで形成されたＨ２ＳｉＦ６からシリカを生成する工程をさらに含
む、請求項８または１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記活物質を、シリコン、スズおよびアルミニウムから選択する、請求項１乃至１０の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記活物質がシリコンであり、前記活物質の前記原料がシリコン四ハロゲン化物である
、請求項１１又は１２に記載の方法。
【請求項１４】
　電着中、前記シリコン四ハロゲン化物から元素のハロゲンを生成させ、前記元素のハロ
ゲンがシリコン酸化物と反応して、さらなるシリコン四ハロゲン化物が発生する、請求項
１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記活物質を含む前記粒子は、寸法の少なくとも１つが、０．５ｎｍ～１μｍの範囲内
である、請求項１乃至１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
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　前記活物質を含む前記粒子、並びに、好ましくは、活物質および／または導電性材料か
ら選択される少なくとも１つの他の材料を溶媒と混合してスラリーを形成する工程を含む
、請求項１乃至１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記電着中に、前記電解質に気体を通して泡を形成する、請求項１乃至１６のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記電着された活物質が非晶質であり、前記非晶質の活物質が熱処理によって少なくと
も部分的に結晶化される、請求項１乃至１７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　パッシベーション膜を前記電着された活物質上に形成する、請求項１乃至１８のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項２０】
　電極層を形成する方法であって、請求項１乃至１９のいずれか一項に記載の方法により
得られた前記活物質を含む前記粒子を、導電性材料に付着させる工程を含む方法。
【請求項２１】
　金属イオン電池を形成する方法であって、請求項２０に記載の方法により形成された電
極層と前記金属イオンを脱離および吸収可能なカソードとの間に電解質を含む構造を形成
する工程を含む、方法。
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